
明
太
祀
六
論
の
傳
承
に
つ
い
て
の
補
正
　
　
　
曾
　
我
　
部
　
静
　
雄

　
　
　
私
は
本
誌
第
十
二
巷
の
四
號
に
、
明
太
祀
六
論
の
傳
承
に
つ
い
て
と
題
し
て
、
　
　
　
一
、
今
後
府
州
縣
生
員
、
若
有
下
大
事
干
二
於
己
家
者
上
、
許
下
父
兄
弟
姪
具
レ
状

　
　
明
の
太
租
が
獲
布
し
た
六
鍮
の
明
末
に
復
活
し
た
事
實
を
主
と
し
て
述
べ
た
次
　
　
　
入
レ
官
辮
訴
上
、
若
非
一
天
事
↓
含
レ
情
忍
レ
性
、
母
謬
輕
至
二
於
公
門
↓

　
　
第
で
あ
る
。
然
る
所
、
近
頃
に
な
っ
て
、
こ
の
論
讃
の
中
に
少
し
く
誤
っ
た
事
　
　
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
禁
例
十
二
條
を
臥
碑
に
刻
し
て
儒
學
の
正
堂
た
る
明
倫

　
　
を
傳
え
て
居
る
の
を
、
柳
語
徴
氏
の
申
國
文
化
史
下
班
、
明
季
之
腐
敗
及
満
清
　
　
堂
の
左
側
に
置
い
た
も
の
が
所
謂
勅
鍮
臥
碑
で
あ
り
、
皇
組
臥
碑
で
あ
る
。
明

　
　
之
勃
興
を
讃
ん
で
氣
つ
い
た
か
ら
、
こ
こ
に
そ
れ
を
訂
正
し
ょ
う
と
思
う
の
で
　
　
太
祀
の
六
論
と
は
全
く
異
っ
・
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
を
六
論
は
、
清
朝
に
な
っ
て
世
租
順
治
帝
が
、
順
治
九
年
に
六
論
臥
碑
文

　
　
　
そ
れ
は
拙
稿
頁
三
五
の
上
段
の
所
に
、
六
論
臥
碑
は
既
に
明
の
萬
暦
十
五
、
　
　
な
る
も
の
に
し
て
八
旗
及
び
直
省
に
頒
行
し
た
こ
と
は
前
の
拙
稿
中
に
述
べ
て

　
　
六
年
頃
に
存
在
し
て
居
り
、
從
っ
て
こ
れ
は
清
朝
の
世
組
順
治
帝
の
創
製
で
は
　
　
置
い
た
。
所
が
こ
の
明
太
祀
の
學
校
禁
例
十
二
條
の
勅
論
臥
碑
な
る
も
の
も
亦
、
　
一

　
　
な
い
と
論
噺
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
に
引
用
し
た
萬
暦
神
宗
實
録
に
は
皇
　
　
世
祀
順
治
帝
に
よ
っ
て
、
同
じ
順
治
九
年
に
禁
例
八
條
と
し
て
直
省
の
儒
墨
の
　
7
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組
臥
碑
と
見
え
、
又
禮
部
志
稿
に
は
勅
鍮
臥
碑
と
見
え
て
い
て
、
そ
れ
を
私
は
　
　
明
倫
堂
に
臥
碑
に
刻
し
て
立
て
る
よ
う
に
頒
た
れ
た
。
皇
朝
文
献
通
考
巻
六
十
　
　
｝

　
　
六
論
臥
碑
で
あ
る
と
推
断
し
た
。
こ
れ
が
私
の
誤
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
臥
碑
は
　
　
九
學
校
考
に
、

　
　
明
の
太
租
が
墨
生
の
心
得
る
べ
き
禁
例
を
天
下
の
墨
校
に
頒
布
し
て
、
臥
碑
に
　
　
　
順
治
九
年
、
頒
三
臥
碑
文
於
こ
直
省
儒
學
明
倫
堂
納
文
日
、
朝
廷
建
こ
立
學
校
嚇

　
　
刻
し
て
立
て
し
め
た
、
そ
の
臥
碑
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
六
論
の
臥
碑
で
　
　
　
選
二
取
生
員
嚇
（
中
略
）
諸
生
皆
當
上
報
二
國
恩
叫
下
立
二
人
品
叫
所
レ
有
條
激
、

　
　
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
勅
論
臥
碑
の
こ
と
は
、
明
太
租
洪
武
實
録
雀
一
　
　
　
開
二
列
於
後
↓

　
　
百
四
十
七
洪
武
十
五
年
八
月
の
條
、
萬
暦
大
明
會
典
毬
七
十
八
學
校
篇
の
學
規
　
　
　
　
一
、
生
員
之
家
、
父
母
賢
智
者
、
子
當
レ
受
レ
教
、
父
母
愚
魯
、
或
有
レ
爲
レ
非

　
　
の
所
や
、
王
折
の
績
文
献
通
考
毬
六
十
學
校
考
の
學
規
や
、
明
史
巻
六
十
九
選
　
　
　
者
、
子
既
讃
レ
書
明
レ
理
、
當
下
再
三
懇
告
、
使
申
父
母
不
上
レ
階
二
於
危
亡
嚇
（
以

　
　
學
志
な
ど
に
見
え
て
い
る
。
即
ち
そ
れ
等
の
書
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
七
條
略
）

　
　
　
洪
武
十
五
年
、
頒
5
禁
例
子
一
天
下
撃
校
↓
鋼
二
勒
臥
碑
引
置
鴫
手
明
倫
堂
之
左
叫
　
　
と
あ
る
。

　
　
　
永
爲
こ
蓮
守
唖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
の
太
祀
は
六
論
と
學
校
禁
例
の
臥
碑
文
と
を
獲
布
し
た
が
、
清
の
世
祀
順

　
　
と
あ
る
。
こ
の
禁
例
は
全
部
で
十
二
條
か
ら
成
っ
て
居
る
が
、
全
部
こ
こ
に
を
　
　
治
帝
は
、
そ
の
い
つ
れ
を
も
模
倣
し
て
而
も
爾
者
共
に
同
じ
順
治
九
年
に
臥
碑

ヨ

3
2
@
書
く
こ
と
は
煩
に
失
す
る
を
以
て
、
第
一
條
の
み
を
例
と
し
て
器
げ
る
と
、
　
　
　
文
と
し
て
護
布
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
（
昭
和
二
十
九
年
九
月
七
日
稿
了
）


